
裁
判
レ
ポ
ー
ト

   

３
月
２
２
日
（
木
）、
下
北
沢
道
路
事
業
認
可
取
消
等
訴
訟
の
第
２
４
回
口
頭
弁
論
が
東
京
地
裁
１
０
３
号
大

法
廷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
原
告
側
代
理
人
は
、
か
ね
て
裁
判
所
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
「
原
告
ら
の
主
張
の
位
置

付
け
に
つ
い
て
」（
＝
論
点
整
理
一
覧
表
）
を
提
出
し
、
斉
藤
弁
護
団
長
が
こ
の
他
の
主
張
の
要
点
に
つ
い
て
陳

述
し
ま
し
た
。

「歩いて楽しめる街、シモキタ」の出発点は、下北沢駅。ここが小田

急線の地下化後に、バスロータリーなどではなく、歩行者専用の広

場となれば、この街の新たなシンボルとなり、発展のきっかけにな

るでしょう。
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生
活
環
境
の
利
益
は
、
公

益
だ
け
で
は
な
く
住
民
固

有
の
権
利
で
あ
る

　

下

北

沢

の

行

政

訴

訟

は
、
都
市
計
画
法
・
環
境

法
は
国
民
の
権
利
と
深
く

か
か
わ
り
の
あ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
争
う
訴
訟
で

す
。

日
本
で
は
未
だ
に
、

「
お
上
」
が
都
市
計
画
を

決
め
る
と
い
う
考
え
方
が

あ
り
ま
す
。
平
成
１
７
年

の
「
行
政
事
件
訴
訟
法
の

改
正
」
と
そ
れ
を
受
け
た

「
小
田
急
訴
訟
の
最
高
裁

大
法
廷
判
決
」
は
、
法
曹

界
の
「
生
活
環
境
は
住
民

固
有
の
権
利
で
あ
る
」
と

の
考
え
方
を
受
け
入
れ
た

も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
２
２
年

の
「
競
輪
場
車
券
売
り
場

判
決
」
で
は
、
生
活
環
境

が
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

と
い
う
こ
と
を
認
め
な
い

で
、
「
お
上
」

が
決
め
る

と
い
う
昔
の
考
え
方
に
逆

戻
り
す
る
判
決
も
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
下
北
沢
の
行

政
訴
訟
は
、
日
本
の
司
法

が
、
生
活
環
境
は
「
お
上
」

が
決
め
れ
ば
い
い
と
い
う

だ
け
の
も
の
で
は
な
く
住

民
固
有
の
権
利
で
も
あ
る

と
い
う
、
世
界
的
な
法
の

常
識
を
定
着
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
否
か
を
問
わ

れ
る
訴
訟
で
す
。

弁
論
終
結
を
ほ
の
め
か
す

裁
判
長

　

川
神
裁
判
長
は
、
次
回

口
頭
弁
論
は
少
し
時
間
を

お
い
て
開
催
し
、
原
告
と

し
て
弁
論
し
残
し
た
こ
と

を

す

べ

て

出

し

て

も

ら

い
、
弁
論
終
結
と
し
た
い

と
述
べ
ま
し
た
。

証
人
尋
問
等
を
要
請
す
る

原
告
側

　

い
っ
ぽ
う
、
原
告
側
代

理
人
は
、
昨
年
改
正
さ
れ

た
特
別
区
区
長
の
権
限
拡

大
の
問
題
や
、
都
市
計
画

道

路

の

計

画

立

案

に

係

わ
っ
た
行
政
責
任
者
・
担

１

 

い
よ
い
よ
山
場
を
迎
え
た
法
廷
を
目
撃
す
る
た
め
に
、

 

次
回
、
６
月
１
９
日
の
裁
判
を
傍
聴
に
行
こ
う
！

当
者
を
含
む
証
人
尋
問

が
残
さ
れ
て
い
る
と
主

張
し
ま
し
た
。

山
場
を
迎
え
た
裁
判
の

傍
聴
を

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
下

北
沢
の
道
路
計
画
を
見

直
し
、
「
歩
い
て

楽
し

め
る
街
・
多
様
な
文
化

の
歴
史
を
も
つ
街
、
シ

モ
キ
タ
」
の
継
続
・
発

展
を
要
請
す
る
行
政
訴

訟

は
、

５

年

を

経

過

し
、
次
回
口
頭
弁
論
が

ひ
と
つ
の
山
場
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
貴
重
な
機

会

を

皆

様

と

と

も

に

し
、
訴
訟
へ
の
関
心
の

高
さ
を
裁
判
所
に
示
す

た
め
に
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
方
の
傍
聴
を
お

願
い
し
ま
す
。

　　

次
回
口
頭
弁
論
、
６

月
１９

日
（
火
）
１５

：
３０

～
、
東
京
地
方
裁
判
所

　

１
０
３
号
大
法
廷
。
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防
災
と
緑
化
を
軸
に
し
た

小
田
急
線
上
部
利
用
を
！

　

さ
る
４
月
１２
日
、
北
沢

タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
１２
階
の
ス

カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
世
田

谷
区
の
主
催
に
よ
る
小
田

急
線
上
部
利
用
シ
ン
ポ
ジ

ウ

ム

が

開

催

さ

れ

ま

し

た
。
こ
れ
は
現
在
地
下
化

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

小
田
急
線
跡
地
の
利
用
法

に
つ
い
て
議
論
す
る
も
の

で
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

内
容
は
、
涌
井
史
郎
（
雅

之

）

氏
（

東

京

都

市

大

学
教
授
）
に
よ
る
基
調
講

演
、
上
部
利
用
計
画
の
検

討
経
過
報
告
、
そ
し
て
保

坂
展
人
世
田
谷
区
長
、
小

林
正
美
氏
（
明
治
大
学
教

授
、
世
田
谷
区
基
本
構
想

審
議
会
委
員
）
、

柴
田
真

希
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち

こ
ら
ぼ
理
事
長
）
、

玉
利

久
江
氏
（
北
沢
２
丁
目
協

和
会
会
長
）
、

柏
雅
康
氏

（
し
も
き
た
商
店
街
振
興

組
合
理
事
長
）
ら
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　　

私

達
“

ま

も

れ

シ

モ

キ
タ
！
行
政
訴
訟
の
会
”

は
、
今
後
の
下
北
沢
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

小
田
急
線
の
上
部
利
用
に

関
す
る
議
論
は
、
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

こ

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

に

よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
「
小

田
急
線
の
上
部
は
防
災
と

緑
化
の
た
め
に
利
用
す
る

の
が
良
い
」
と
い
う
意
見

に
も
強
く
賛
同
し
ま
す
。

　

た
だ
し
小
田
急
線
の
跡

地
に
は
、
私
達
が
裁
判
で

俎
上
に
あ
げ
て
い
る
補
助

５４
号
線
や
区
画
街
路
１０
号

線

が

直

接

物

理

的

に

関

わ
っ
て
い
ま
す
。
道
路
問

題
の
解
決
な
く
し
て
、
跡

地
の
総
合
的
合
理
的
な
利

用
法
の
判
断
が
で
き
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

道
路
問
題
も
視
野
に
入
れ

た
上
で
の
防
災
と
緑
化
こ

そ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

は
改
め
て
確
認
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

真
の
問
題
解
決
に
必
要
な

プ
ロ
セ
ス
と
は
？

　

上

述

の

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

に

お

い

て
、
小
林
氏
は
「
道
路
問

題
は
落
ち
着
い
た
」
と
発

言
し
ま
し
た
。
訴
訟
が
進

行
中
の
問
題
を
「
落
ち
着

い
た
」
と
表
現
す
る
こ
と

は
、
一
般
の
関
心
を
道
路

問
題
か
ら
そ
ら
し
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

私
達
は
小
林
氏
に
発
言
の

修

正

を

求

め
、

先

日

話

し
合
い
の
場
を
持
ち
ま
し

た
。

　

そ
の
話
し
合
い
の
席
上

で
小
林
氏
は
、
「
発
言
の

主
旨
は
２
０
０
６
年
の
事

業
認
可
に
よ
り
自
分
の
道

路
問
題
と
の
関
わ
り
が
、

一
段
落
し
た
と
い
う
意
味

で
あ
り
、
道
路
問
題
は
落

ち
着
い
た
と
い
う
文
言
は

修
正
す
る
」
と
応
じ
ま
し

た
。
つ
ま
り
「
下
北
沢
の

道
路
問
題
は
解
決
し
て
い

な
い
」
と
い
う
状
況
認
識

を
共
有
し
た
の
で
す
。

　

“
ま
も
れ
シ
モ
キ
タ
！

行
政
訴
訟
の
会
”
は
、
今

回
の
小
林
氏
の
よ
う
に
立

ち
場
が
異
な
る
方
達
と
積

極
的
に
忌
憚
の
無
い
意
見

交
換
を
通
じ
て
状
況
認
識

を
共
有
し
、
下
北
沢
の
将

来
像
を
よ
り
良
い
も
の
と

す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
ち
場
か
ら
前
向
き
な
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
下
北
沢
の
問
題

を
総
合
的
に
解
決
す
る
た

め
に
必
要
な
の
は
、
以
下

の

よ

う

な

プ

ロ

セ

ス

で

す
。

　

補
助
５４
号
線
や
区
画
街

路
１０
号
線
の
問
題
も
認
識

し
た
う
え
で
、
小
田
急
線

の
跡
地
利
用
、
地
区
計
画

の
あ
り
方
な
ど
、
連
続
立

体

交

差

事

業

と

一

体

と

な
っ
て
進
行
し
て
い
る
も

ろ
も
ろ
の
動
き
を
含
め
た

全

体

像

を

共

有

す

る

こ

と
。
そ
し
て
様
々
な
立
ち

場
の
人
々
に
よ
る
継
続
し

た
熟
議
を
経
て
合
意
形
成

し
、
発
展
的
な
下
北
沢
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、

実

現

し

て

い

く

こ

と

で

す
。

　

こ
う
し
た
様
々
な
立
ち

場
の
人
々
に
よ
る
継
続
し

た
熟
議
の
場
を
、
ラ
ウ
ン

ド

テ

ー

ブ

ル

と

言

い

ま

す
。

今
こ
そ
急
務
と
な
っ
た

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
設
置

　

昨

年

８

月

２８

日

に

下

北

沢

ア

レ

イ

ホ

ー

ル

で

開
催
さ
れ
た
“S

H
I
M
O
K
I
T
A
 

V
O
I
C
E
 
2
0
1
1

”

の

シ

ン

ポ

ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
ラ
ー
は
、

先
日
の
小
田
急
線
上
部
利

用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
参

加
し
て
い
た
保
坂
展
人
世

田
谷
区
長
と
“
し
も
き
た

商
店
街
振
興
組
合
”
の

柏
雅
康
氏
の
他
、
服
部

圭

郎

氏
（

明

治

学

院

大

学
教
授
）
、

大
友
良
英
氏

（
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）
と

い
う
多
彩
な
顔
合
わ
せ
で

し
た
。

　

こ
の
場
で
は
区
長
が
、

「
（
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
同
じ
よ
う
な
形
で
）
フ

ラ
ン
ク
に
皆
さ
ん
と
話
す

様
々
な
立
場
の

　
　
　

合
意
形
成
を
求
め
て
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オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
・
ア
ン

ケ
ー
ト
と
意
見
の
区
広
報

　　

昨
年
９
月
に
、
世
田
谷

区
は
「
小
田
急
線
上
部
利

用
（
線
路
跡
地
）
計
画
・

区
案
」
の
見
直
し
の
た
め

に
、
「
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
」

を
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
と

代
田
小
学
校
で
開
催
し
、

パ
ネ
ル
展
示
と
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

は
、
今
年
１
月
に
「
小
田

急
線
上
部
利
用
通
信
・
Ｎ

ｏ
７
」
と
し
て
広
報
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
問
１
：

上
部
利
用
の
通
路
の
必
要

性
・
賛
成
６
５
％
、
問
２
：

防
災
施
設
の
確
保
：
賛
成

５
６
％
、
問
３
：
必
要
と

思
う
防
災
施
設
・
防
火
水

槽
２
４
％
、
一
時
集
合
場

所
２
２
％
、
防
災
ト
イ
レ

２
０
％
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
と
、
自
由
意
見
８
５

項
目
の
列
記
で
し
た
。

情
報
公
開
請
求
で
明
ら
か

に
な
っ
た
多
数
意
見

　　　

「

主

な

ご

意

見

な

ど

」

と
し
て
列
記
さ
れ
て
い
る

８５

項

目

の

意

見

に

つ

い

て
、
各
意
見
の
件
数
を
知

り
ウ
エ
ー
ト
付
け
を
し
た

い
と
思
い
、
１
５
０
件
の

ア
ン
ケ
ー
ト
・
意
見
の
情

報

公

開

請

求

を

し

ま

し

た
。

　

た
と
え
ば
、
問
１
で
「
通

路
は
必
要
」
と
答
え
た
人

が
さ
ら
に
そ
の
理
由
・
要

望
を
自
由
記
入
し
た
も
の

に
は
、
区
広
報
誌
で
一
行

（
８５
項
目
の
１
項
目
）
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
「
総

て
緑
地
、
あ
る
い
は
連
続

す
る
緑
地
と
す
る
」
に
該

当
す
る
意
見
が
２２
人
、「
緊

急
車
両
の
通
行
可
能
な
遊

歩

道
（

下

北

沢

駅

も

含

め
）
と
す
る
」
が
１１
人
も

あ
り
ま
し
た
。

「
駅
前
歩
行
者
広
場
」
が

住
民
の
意
思

　

そ
の
他
意
見
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
「
自
動
車

優
先
の
補
助
５
４
号
線
整

備

は

反

対
、

見

直

し

す

　　
る
」
に
該
当
す
る
意
見
が

２３
人
。

　

「
交
通
広
場
は
、

緊
急

車
両
を
除
き
歩
行
者
優
先

ま
た
は
専
用
と
す
る
」
が

１１

人
、
「

駅

前

広

場

は
、

歩
行
者
優
先
で
、
小
さ
め

に
す
る
」
が
８
人
で
、「
お

祭
り
、
集
会
、
イ
ベ
ン
ト
、

屋
台
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
」
を
望
む
意
見
９

人
と
「
駅
前
広
場
を
傾
斜

を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
広

場
に
す
る
」
２
人
を
含
め

る
と
３０
人
が
、
駅
前
交
通

（
ロ
ー
タ
リ
ー
）
広
場
の

　　
見
直
し
の
自
由
意
見
を
記

入
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年

S
H
I
M
O
K
I
T
A
 
V
O
I
C
E

実
行
委
員
会
が
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
者

１
１
８
１
人
の 

８３
％
が

「
駅
前
広
場
は
歩
行
者
専

用
と
す
る
」
と
答
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
世
田
谷
区

が
平
成
１２
年
に
行
っ
た
下

北
沢
駅
前
広
場
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答

者
７
３
７
人
の 

６９
％
が

「
歩
行
者
を
中
心
と
し
た

駅
前
広
場
」
と
す
べ
き
だ

と
答
え
て
い
ま
す
。

フリーマーケットのようなイベントを駅前広場で！

まもれシモキタ！通信 ２０１２年０６月１０日　日曜日　第２５号（第１版）３

機
会
を
持
ち
た
い
」
と
発

言
し
、
参
加
者
一
同
で
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
設
立

に
向
け
て
意
志
一
致
。
そ

れ

を

受

け

て

区

長

に

は

“S
H
I
M
O
K
I
T
A
 
V
O
I
C
E

”

実

行
委
員
長
の
大
木
雄
高
か

ら
、
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

設
置
な
ど
を
含
む
要
望
書

を
渡
し
ま
し
た
。

　

そ
の
意
義
は
、
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

た

だ

し
“S

H
I
M
O
K
I
T
A
 

V
O
I
C
E

”

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム
か
ら
１０
ヶ
月
が
経
過
し

た

２

０

１

２

年

６

月

現

在
、
ま
だ
世
田
谷
区
は
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を
具
体

的
に
い
つ
ご
ろ
設
置
す
る

の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
４
月
２０
日
、

私

達
“

ま

も

れ

シ

モ

キ

タ
！
行
政
訴
訟
の
会
”
を

は

じ

め
、
“S

a
v
e
 
t
h
e
 

下

北
沢
”
“
下
北
沢
商
業
者

協

議

会

”

の

三

団

体

を

代

表

し

て
“S

H
I
M
O
K
I
T
A
 

V
O
I
C
E

”

実

行

委

員

長

の

大
木
雄
高
が
、
ラ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
設
置
の
要
望
書

を
、
改
め
て
区
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
９
月
の
提

訴
か
ら
も
う
じ
き
丸
６
年

を
迎
え
ま
す
。
裁
判
も
い

よ
い
よ
重
要
な
局
面
に
さ

し
か
か
っ
て
来
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
法
廷
で
の
や
り

取
り
は
、
私
達
“
ま
も
れ

シ
モ
キ
タ
！
行
政
訴
訟
の

会
”
の
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ

と
も
い
う
べ
き
重
要
な
案

件
で
す
。

　

し
か
し
シ
モ
キ
タ
問
題

を
総
合
的
に
解
決
し
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
の
下
北

沢

と

い

う

街

に

関

わ

る

様
々
な
人
達
が
、
き
ち
ん

と
し
た
合
意
を
形
成
す
る

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
設

置
も
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
私
達
は
、
小
田

急
線
上
部
利
用
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
端
を
発
す
る
前
述

の
や
り
取
り
で
実
現
し
た

よ
う
な
『
異
な
る
立
場
の

者
同
士
の
真
摯
な
熟
議
』

を
、
『
開
か
れ
た
形
で
継

続
的
に
重
ね
て
い
く
場
』

の
形
成
に
務
め
て
ま
い
り

ま
す
。
４
月
に
提
出
し
た

要
望
書
に
対
す
る
区
長
や

世
田
谷
区
か
ら
の
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
っ
た
時

は
、
随
時
本
紙
で
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
こ
れ
ま
で

に
も
増
し
た
ご
支
援
と
ご

注
目
を
お
願
い
し
ま
す
！

下
北
沢
駅
前
広
場
は
、
歩
行
者
専
用
広
場
に
！

              

―　

ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
か
ら
見
る
住
民
の
意
思

URL: www.shimokita-action.net  /  E-mail: info@shimokita-action.net



編集後記：街づくりの議論も煮詰まってきました。世田谷区による「小田急線上部利用計画」の見直しも進み、「駅前広場の南北高低差対策」も出されました。
次は、「駅前交通広場計画」が、東京都や世田谷区が世界に誇ることができる「歩いて楽しめる街シモキタ」を破壊することにならないのかを、商店街・周辺住民・
行政で真剣に考えるべきときがきました。街は何十年もかけて形づくられてきますが、一度壊すと二度と元に戻すことはできなくなるからです。（伊藤）

「
階
段
縮
小
後
の
広
場
断
面
図
」（
区
広
報
「
駅
前
交
通
広
場
・
Ｎ
ｏ
６
」

よ
り
抜
粋
）

まもれシモキタ！通信 ２０１２年０６月１０日　日曜日　第２５号（第１版） ４

駅
前
交
通
広
場
計
画
は
歩

行
者
専
用
広
場
に
変
更
を

　

世

田

谷

区

は
、

３

月

２
４
日
付
け
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
駅
前
交
通
広
場
」
を

北
沢
２
丁
目
に
配
布
し
ま

し
た
が
、
そ
の
他
の
周
辺

地
域
に
は
配
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
南
北
の
高
低
差

に
つ
い
て
、
広
場
北
側
の

階
段
を
５
～
６
段
に
従
来

案
か
ら
半
減
し
、
歩
道
部

に
は
４
％
と
１
％
の
勾
配

を
持
た
せ
る
と
い
う
も
の

で
す
。
そ
こ
に
は
、
大
き

な
バ
ス
・
ロ
ー
タ
リ
ー
の

絵
が
あ
い
か
わ
ら
ず
載
っ

て
い
ま
す

(

下
図)

。

　

世
田
谷
区
は
、
各
種
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
示
さ
れ
た

周
辺
住
民
も
含
め
た
意
思

を
尊
重
し
、
駅
前
歩
行
者

専
用
広
場
へ
と
計
画
見
直

し
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
専
用
広
場
は
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
と
な
り
、

秋
の
祭
礼
の
と
き
に
は
神

輿
の
集
合
場
と
な
り
、「
歩

い
て
楽
し
め
る
街
シ
モ
キ

タ
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

計
画
さ
れ
て
い
る
駅
前
広
場
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
丸
部
分
で
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
広
大
な
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
が
描

か
れ
て
い
る

「まもれシモキタ！行政訴訟の会」では、この訴訟を
バックアップして下さるサポーターを募集しています。
サポーターの方々には１口 5,000 円／年 ( 複数口歓迎 ) の
ご負担と支援をお願いしています。「まもれシモキタ！通
信」をはじめ、勉強会・シンポジウムなどのイベント情報、
裁判の進行状況や活動状況について郵送・メールにてお伝
えします。★カンパのみの応援も大歓迎しています（郵便
口座 00120-2-594289 まもれシモキタ！行政訴訟の会ま
で）。
　サポーター参加と運営費のカンパ協力をお願いします！

「まもれシモキタ！行政訴訟の会」サポーター担当 : 堀江照彦
TEL&FAX: 03-3467-6936　E-MAIL: HorieTeru@aol.com
住所 : 〒 155-0031 世田谷区北沢 4-14-17

サポーター募集とカンパのお願い 第２５回　口頭弁論のお知らせ

日時：６月１９日 ( 火 )　１５：３０～
場所：東京地方裁判所　１０３号大法廷
交通：東京メトロ丸の内線日比谷駅
　　　千代田線　霞ヶ関駅　A1 出口から徒歩 1 分
　　　有楽町線　桜田門駅　5 番出口から徒歩 5 分

裁判の経緯・過去の裁判資料はウェブで公開しています↓
http://www.shimokita-action.net/archive/

大法廷を傍聴人で一杯にし、この訴訟への関心の高さを
裁判官にアピールすることが重要です。皆様、是非ご参
加下さい。法廷終了後に、弁護士会館で裁判の内容につ
いて弁護団から解説を受けるとともに、質疑応答・意見
交換も行います。


